








1



2



3



4



1 3 

5



NO.1 NO.21

6



7



8



5 36 63
2 34 36

9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21





第2章　共同利用の実績

22



第2章　共同利用の実績

23



　　月別
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 航海日数 停泊日数 　合計 備考

公開B1 公開A1 公開B2 教育実習 調査実習 社会貢献

△ ○ 1 △ ○ 2 △ ○ 3 △ ○ ◎ 単独 混乗
憲法 みどり こども 公開B3 短縮 公開A2 中止 中止 海上1 停泊実習 海上運転 ドック

△ ○ ◎ ◎ ◎ △ ○ 4 △ ○ 5 △ ○ 6△ 7○ 6運転
中止教育2（高知大･単独） 公開B4 中止 教育1（福山大･単独） 延期・短縮公開A3 公開A3 5/16～6/20

7 △ ○ 7 9△ ○ 8 △ ○ 11 △ ○ 9 広島県緊急事態宣言
中止 公開B5 短縮 公開A4 公開A5 社会1 短縮 教育2 7/31～

13△ ○ 10 △ ○ 11 △ ○ 12 13◎ ◎ △ ○ 14△ 広島県早期集中対策
教育3 社会2 社会3 中止 教育4 短縮 振替 中止 教育5 中止教育6 8/20～8/26（9/12）

15○ 16 17 18 18△ ◎ ● △ ○ 19 △ ○ 19 △ ○ 21 広島県まん延防止等重点措置
公開A6 教育6 教育7 敬老 教育8 秋分 中止 中止教育9（香川大･単独） 8/27～9/12～9/30

20 △ ○ 21 △ ○ 22 △ ○ ◎ 23 ◎ 26 △ 24○ 広島県緊急事態宣言
中止 公開B6 公開A7 公開A8 教育9 公開A9 公開A10

△ ○ 24 25 △ ○ 26 △ ○ 27 28 △ 29○ △ ○
短縮 公開A11 短縮 教10 教11 ドック（第4回定期検査-15年目）

30◎ △ ○ 31 32 △ ○ 33 △ ○ ◎ △ ○
ドック（第4回定期検査-15年目） 中止教育14（北里大･単独） 教育12（北里大･単独海上2

33 △ ○ △ ○ 38 △ ○ 34 35 △ ○
元旦 海上3 成人 教13 教14 教15 教16 1/9～

◎ ○ 36 △ ○ ◎ 37△ 38○ 39△ 40○ △ ○ 広島県まん延防止等重点措置
公開B7 教17 教18 教育19 公B8 短縮 中止

△ ○ 41 42 43◎ △ ○ 44 △ ○ 45 ◎ △ ○ 46 広島県まん延防止等重点措置
公開B9 中止教育23 B10 春分 B11 ～3/6

46 46 △ ○ △ ○ 47 △ ○ ◎ 48 △ ○ 広島県まん延防止等重点措置
△：土曜日 ○：日曜日 ◎：祝日 ●：振替休日 整理番号（赤字）が実施航海

＊定員２０名（教員＆学生）+船員１２名。　　臨時定員５０名（平水区域・航行予定時間6時間未満）+船員１２名。 合計

整理番号 航海区分 授業科目 航海目的 航海海域 代表者 日数 乗船者数 共同利用 整理番号 航海区分 授業科目（年次） 航海目的 航海海域 代表者 日数 乗船者数 共同利用

2102 公開A1 海洋生物学特別実習-1 瀬戸内におけるプランクトンの分布調査 瀬戸内海 小原 5 6 混乗 2101 公開B1 卒論・修論(4,M,D)① 魚類寄生虫の生態調査 広島湾 近藤 1 5 混乗

2105 公開A2 海洋生物学特別実習-2 魚類寄生虫と底生生物の生態調査 瀬戸内海～玄界灘 近藤 5 4 混乗 2103 公開B2 卒論・修論(4,M,D)② 響灘における水産有用甲殻類の調査 瀬戸内海 若林 5 6 混乗

2106 教育1 水圏フィールド科学実習I-1 一般海洋観測  広島湾 橋本 0 0 中止 2104 公開B3 卒論・修論(4,M,D)③ 魚類寄生虫の生態調査 広島湾 近藤 1 6 混乗

2107 教育2  海洋観測実習  一般海洋観測（高知大学・単独）  土佐湾 足立 0 0 中止 2107 公開B4 卒論・修論(4,M,D)④ 大久野島周辺海域の底質及びﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸ調査瀬戸内海 畠 2 14 混乗

2109 教育3 水圏フィールド科学実習I-2 一般海洋観測  広島湾 橋本 0 0 中止 2110 公開B5 卒論・修論(4,M,D)⑤ 大気水圏における物質循環と光化学過程の解明 瀬戸内海 竹田 4 7 混乗

2108 教育1 フィールド生態環境実習 一般海洋観測（福山大学・単独） 芸予瀬戸 満谷 4 33 単独 2124 公開B6 卒論・修論(4,M,D)⑥ 魚類寄生虫の生態調査 広島湾 近藤 1 10 混乗

2109 公開A3 海洋生物学特別実習-3 瀬戸内海島嶼の文化・歴史・ツーリズム 瀬戸内海 細野 3 11 混乗 2141 公開B7 卒論・修論(4,M,D)⑦ 竹原市ハチの干潟沖流向流速測定 瀬戸内海 大塚 2 6 混乗

2111 公開A4 海洋生物学特別実習-4 有用生理活性物質開発の為の海洋生物採集 瀬戸内海 平山 5 6 混乗 2145 公開B8 卒論・修論(4,M,D)⑧ 瀬戸内海におけるプランクトンの調査・観察 瀬戸内海 小原 1 10 混乗

2113 教育5 水圏フィールド科学実習I-3 一般海洋観測  広島湾 橋本 0 0 中止 2146 公開B9 卒論・修論(4,M,D)⑨ 竹原市ハチの干潟沖流向流速測定 瀬戸内海 大塚 2 6 混乗

2112 公開A5 海洋生物学特別実習-5 カサゴ属魚類およびスジエビ属エビ類の採集調査瀬戸内海 斉藤 2 6 混乗 2147 公開B10 卒論・修論(4,M,D)⑩ 魚類寄生虫の生態調査 広島湾 中口 1 1 混乗

2114 教育2 フィールド科学入門1 一般海洋観測 広島湾 中口 1 14 混乗 2148 公開B11 卒論・修論(4,M,D)⑪ 魚類寄生虫の生態調査 広島湾 中口 1 7 混乗

2115 教育3 フィールド科学入門2 一般海洋観測 広島湾 中口 1 13 混乗 調査実習航海 小計 21 78

2118 教育4 自然環境航海実習 一般海洋観測 広島湾 竹田 1 17 混乗

2119 教育5 乗船実習-1 瀬戸内海 中口 5 6 混乗

2121 教育6  里海フィ-ルド演習  体験航海・一般海洋観測  広島湾～安芸灘 橋本 0 0 中止

2120 公開A6 海洋生物学特別実習-6 斎灘における魚類調査 瀬戸内海 冨山 2 8 混乗 2113 社会1 SSH海洋セミナー 海洋観察体験（安田女子高） 広島湾～安芸灘 中口 1 17 単独

2121 教育6 乗船実習-2 瀬戸内海 中口 5 6 混乗 2116 社会2 SSH先端研究実習 海洋生物実習（広大附属高校） 広島湾 若林 1 23 単独

2122 教育7 乗船実習-3 瀬戸内海 中口 5 8 混乗 2117 社会3 体験航海 体験航海（岩国市ミクロ生物館） 広島湾 小原 2 26 単独

2123 教育8 洋上里海総合演習 体験航海・一般海洋観測 広島湾～安芸灘 若林 2 15 混乗 2118 社会4  海洋調査セミナー 子供・海のふしぎ発見隊（江田島青少年交流の家 広島湾 橋本 0 0 中止

2124 教育9  環境科学実践演習  一般海洋観測（香川大学・単独）  瀬戸内海 一見 0 0 中止 2126 社会4  体験航海 体験航海（環境庁中国四国環境事務所） 広島湾 小池 0 0 中止

2125 公開A7 海洋生物学特別実習-7 広島湾における魚類相調査 瀬戸内海 坂井 2 13 混乗 2124 社会4  海洋観測体験実習 海洋観測体験実習（広島国泰寺高） 広島湾 坂井 0 0 中止

2126 公開A8 海洋生物学特別実習-8 日本周辺に生息する頭足類の生態解明 瀬戸内海～日本海 Gustavo 4 6 混乗

2127 教育9 Plankton Biology(AIMS） AIMS交換留学生の海洋調査体験 瀬戸内海 小池 1 15 混乗 社会貢献航海 小計 4 66

2128 公開A9 海洋生物学特別実習-9 瀬戸内海 平山 2 6 混乗

2129 公開A10 海洋生物学特別実習-10 豊後水道における水産有用甲殻類の調査 瀬戸内海～豊後水道 若林 6 5 混乗

2130 公開A11 海洋生物学特別実習-11 魚類寄生虫の生態調査 瀬戸内海～豊後水道 近藤 3 6 混乗

2131 教育10 生物海洋学実験実習1 一般海洋観測 呉湾 小池 1 17 混乗 2106 海上運転1 海上運転1 出入港習熟、エンジン・各機器の作動確認 広島湾 中口 1 0

2132 教育11 生物海洋学実験実習2 一般海洋観測 呉湾 小池 1 20 混乗 2135 海上運転2 海上運転2 出入港習熟、エンジン・各機器の作動確認 広島湾 中口 1 0

2138 教育14  海洋実習1  一般海洋観測（北里大学・単独） 広島湾～芸予瀬戸 広瀬 0 0 中止 2136 海上運転3 海上運転3 出入港習熟、エンジン・各機器の作動確認 広島湾 中口 1 0

2134 教育12 海洋実習2 一般海洋観測（北里大学・単独） 広島湾～芸予瀬戸 広瀬 2 10 単独

2137 教育13 フィ－ルド科学演習-1 生物生産現場の体験と理解 広島湾 中口 1 10 混乗

2138 教育14 フィ－ルド科学演習-2 生物生産現場の体験と理解 広島湾 中口 1 9 混乗 海上運転 小計 3 0

2139 教育15 フィ－ルド科学演習-3 生物生産現場の体験と理解 広島湾 中口 1 12 混乗

2140 教育16 フィ－ルド科学演習-4 生物生産現場の体験と理解 広島湾 中口 1 13 混乗

2142 教育17 フィ－ルド科学演習-5 生物生産現場の体験と理解 広島湾 中口 1 12 混乗

2143 教育18 フィ－ルド科学演習-6 生物生産現場の体験と理解 広島湾 中口 1 14 混乗 教育実習航海 調査実習航海 社会貢献航海 ドック航海

2144 教育19 乗船実習-4 瀬戸内海 中口 5 6 混乗 79 日 21 日 4 日 （2133） 26 日

2146 教育23  乗船実習-5  瀬戸内海 中口 0 0 中止

教育実習航海 小計 79 327 乗船者数 471 人

＊教育関係共同利用拠点に関する留意点：共同利用は、原則として単位認定を伴う教育課程上の乗船実習を保有大学が利用大学に提供することをいう。教育には卒業研究や修士・博士論文研究指導を含む。

＊単独航海とは他大学の学生のみが航海することをいう。混乗航海｢教育８、９特定&公開実習Ａ（課題提供)、公開実習B（課題募集）｣とは保有大学の学生と一緒に他大学の学生が航海することをいう。その他の共同利用は便乗航海とする。

合計 133 日

航海実習・海洋観測と海洋生物採集

航海実習・海洋観測と海洋生物採集

航海実習・海洋観測と海洋生物採集

瀬戸内海におけるアニサキスおよび底生有毒生物の調査

航海実習・海洋観測と海洋生物採集

航海実習・海洋観測と海洋生物採集

28

3月 4 27 31

133 232 365

1月 5 26 31

2月 10 18

11月 21 9 30

12月 13 18 31

9月 14 16 30

10月 16 15 31

7月 13 18 31

8月 10 21 31

5月 7 24 31

6月 9 21 30

2021年度（令和3年度）　豊潮丸　運航実績表（2022/3/30）　　 広島大学生物生産学部　

4月 11 19 30
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改正1　　 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で航海日数減少、船底への海洋生物の付着を防止するため海上試運転を追加し、以降の航海番号を修正した。

2101公開B1「魚類寄生虫の生態調査」（近藤先生）1日間（4/5）を追加した。（海上試運転並行）

2104海上試1「海上試運転」1日間（5/10）を追加した。

オリンピック開催に伴う祝日移動を修正した。

改正2　　 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、2105公開A2「魚類寄生虫と底生生物の生態調査」（大塚先生）10日間を5日間（5/17～21）に削減した。

2124公開A6「斎灘における魚類調査」（冨山先生）2日間（9/2～3）を追加し、以降の航海番号を修正した。

改正3　　 2104海上試1「海上試運転」1日間（5/10）を2104公開B3「魚類寄生虫の生態調査」（近藤先生）に変更した。（海上試運転並行）

改正4　　 新型コロナウイルス感染症拡大により広島県に緊急事態宣言が発令されたため、2106・09・13教育1・2・5「水圏フィールド科学実習I」（橋本先生）1日間×3回（5/29、6/12、7/3）及び

2107教育2「高知大学・海洋観測実習」7日間（5/30～6/5）を中止し、2106海試1「海上試運転1」1日間（5/31）を追加した。

2119社会5「体験航海」（小池先生）1日間（8/19）を追加した。

2146教育23「乗船実習5」（2/28～3/4）は履修学生（計24名）の乗船希望無しのため削除した。

改正5　　 新型コロナウイルス感染症拡大により、5/16～6/20広島県に緊急事態宣言が発令されたため、2111公開A3「海洋生物学特別実習-3」（斉藤先生）5日間（6/21～25）を2日間（7/27～28）に変更した。

改正6　　 2112公開A5「海洋生物学特別実習-5」（斉藤先生）2日間（7/27～28）を2日間（7/20～21）に変更した。新型コロナウイルスワクチン2回目の接種期間中の航海を移動した。

2113社会1「安田女子・SSH海洋セミナー」2日間（7/22～23）を1日間（7/22）に変更する。コロナ禍により、船内泊を伴わない日帰り航海で実施する。

2110公開B5「大気水圏における物質循環と光化学過程の解明・竹田先生」5日間(7/5～9)を4日間(7/5～8)に短縮した。

2114～13教育2～3「フィールド科学入門1～2」及び2140～45教育16～21「フィールド科学演習1～6」は日帰り航海で実施のため、それぞれ整理番号を付けた。

改正7　　 2118教育４「自然環境航海実習（竹田先生）」2日間（8/7～8）を1日間（8/7）に短縮する。コロナ禍により、船内泊を伴わない日帰り航海で実施する。

2132公開A9「瀬戸内海におけるアニサキスおよび底生有毒生物の調査」2日間（10/21～22）の代表者を平山先生に変更した。

改正8　　 2118社会4「海のふしぎ発見隊（江田島青少年交流の家）」1日間（8/6）を中止した。新型コロナウイルス感染症拡大により、7/31広島県の早期集中対策が発表されたため。

2138教育14「北里大学・海洋実習1」4日間（12/14～17）を中止した。新型コロナウイルス感染症拡大により、北里大学より中止の連絡があった。

2119社会5「体験航海（小池先生）」1日間（8/19）は新型コロナウイルス感染症拡大により、延期（9/23祝）で検討する。8/19は海上試運転に変更したが大雨警報により中止。

2121教育6「里海フィールド演習（橋本先生）」２日間（8/30～31）の実施判断は8/16 に行う。広島県新規感染者 10人／10万人以上、早期集中対策以上が解除されない場合は中止。

改正9　　 2119社会5「体験航海（小池先生）」1日間（9/23）は新型コロナウイルス感染症拡大により中止。

2121教育6「里海フィールド演習（橋本先生）」２日間（8/30～31）は新型コロナウイルス感染症拡大により中止。

2126社会5「体験航海（坂井先生）」1日間（9/24）は新型コロナウイルス感染症拡大及び豪雨災害により、広島国泰寺高校より中止連絡あり。

2129公開A10「豊後水道における水産有用甲殻類の調査（若林先生）」5日間（10/25～29）を6日間（10/24～29）に延長する 日曜日・祝日が出港日となります

2130公開B6「魚類寄生虫の調査（近藤先生）」7日間（11/1～7）を3日間（11/3～5）に短縮する。 日曜日・祝日が出港日となります

2124教育9「香川大学実習」6日間（9/26～10/1）は9/30まで広島県「緊急事態宣言」及び香川県「まん延防止等重点措置」が適用されているため中止し、2124海試2「海上試運転2」1日間（10/1）を追加した。

改正10　　2124海試2「海上試運転2」1日間（10/1）を2124公開B6「魚類寄生虫の調査（近藤先生）」1日間（10/6）に変更した。

2130公開B6「魚類寄生虫の調査（近藤先生）」3日間（11/3～5）を2130公開A11「海洋生物学特別実習・魚類寄生虫の生態調査」に変更した。

改正11　　2145公開B7「瀬戸内海におけるプランクトンの調査・観察（小原先生）」3日間（2/23～25）を4日間（2/22～25）に延長する。

2135海試2～7「海上試運転2～7」計6日間（12/24,1/7,2/4,3/7,3/18,3/28）を追加した

改正12　　2141公開B7「ハチの干潟沖流向流速測定（大塚先生）」2日間（2/7～8）、2146公開B8「ハチの干潟沖流向流速測定（大塚先生）」2日間（3/1～2）を追加した。

上記航海追加により、2135海試2～7「海上試運転2～7」計6日間（12/24,1/7,2/4,3/7,3/18,3/28）を海試2～5計4日間（12/24,1/7,3/14,3/26）に変更した。

改正13　　2145公開B8「瀬戸内海におけるプランクトンの調査・観察（小原先生）」4日間（2/22～25）を1日間（2/22）に短縮する。1/9～広島県に「まん延防止等重点措置」が適用されたため

改正14　　2147海試4「海上試運転4」（3/14）を2147公開B10「魚類寄生虫の調査（近藤先生）」に、2148海試5「海上試運転5」（3/25）を2148公開B11「魚類寄生虫の調査（近藤先生）」に変更した。

実績 2147公開B10「魚類寄生虫の調査」と2148公開B11「魚類寄生虫の調査」の航海代表者を中口船長に変更した。
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広島大学生物生産学部附属練習船豊潮丸共同利用運営協議会 

日 時  令和４年３月１１日（金）９：３０～１０：５０

場 所  オンライン会議（Teams）
審議者  平山（共同利用運営協議会議長／豊潮丸運営委員会委員長・講師），中口（副議

長／船長・准教授），小池（教授），若林（准教授），足立（高知大学農林海洋科

学部・教授），北口（福山大学生命工学部・教授），一見（香川大学農学部瀬戸内

圏研究センター・教授），広瀬（北里大学海洋生命科学部・講師）

陪席者  坂井（豊潮丸運営委員会委員・教授），浅岡（豊潮丸運営委員会委員・准教授），

小原（豊潮丸運営委員会委員・助教），山口（首席一等航海士・助教），岡村（支

援室・室長），真田（支援室・副室長），清水（支援室・主査），本多・今井・田

邉（支援室・契約一般職員）

協議・報告事項等は以下のとおりである。

1. 教育関係共同利用拠点の再認定（第 3期：R4-R8年度）について

(1) 取組内容について

2. 共同利用航海について

(1) 令和３年度の取組報告

(2) 令和４年度の取組予定（案）

3. 豊潮丸運航計画等（共同利用実績等を含む）について

(1) 令和３年度実績について

(2) 令和４年度計画（案）について

4. 教育関係共同利用拠点経費について

(1) 令和２年度決算報告について

(2) 令和３年度の執行状況について

(3) 令和４年度予算執行計画について

5. その他

(1) マイクロ波式波高計について

(2) 令和４年度練習船豊潮丸共同利用運営協議会委員について
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2021

1

2
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2022.3.31 4

2022.3.31 4
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APPENDED FORM #4 

Date(month/day/year) 

The Dean of the Faculty of Applied Biological Science, Hiroshima University 

PPledge 

I,(name)                                      , am allowed to ride on board of 
the Toyoshio Maru on (Date) , under the following conditions: 

“I promise to take full responsibility on the compensation fees of any 
trouble/accident caused by my careless mistakes while being on board of the Toyoshio 
Maru, without causing any problems to your faculty at Hiroshima University. ” 

Date(month/day/year) :   Name:

Signature:

（参考資料）
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Ship specifications 

Official Number 140428
Call sign 7JBU

Registry number of fishing vessel
HS1-24

Type of Vessel Motor Vessel

Service and fishing restriction Fisheries training vessel, Category 3
IMO International Marine 
 Organization number

IMO9384423

Classification JG
Material of Hull steel

Owner Hiroshima University
 Port of Registry Kure, Hiroshima

Length Over All 40.50m 

Length between Perpendiculars
35.50m 

Breadth(mid) 8.50m 
Register Depth(mid) 3.71m 

Full load Draft 3.1m 
International gross tonnage 400t 

Gross Register tonnage 256t 
 Service speed 10 knots
Endurance 2900 nautical miles
Navigation area

Greater coasting area (International voyage)
Endurance 10 days

Complement 12 , 2 , 18 , 32
Officers and Crew members 12P, 
Professors 2P, Students 18P, Total 32P 

6 62
Special regular number in Heisui area, designated 
pursuant to Ordinance for Enforcement of the Ship 
Safety Act, no longer than 6 hours , Total 62P 

Fuel oil tank 71.2
Fresh water tank 41.6

４．豊潮丸の概要
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Engine for generators
6 4

441kW(600PS) 1200RPM 3
6 cylinder 4 cycle diesel engines have vertical single  
series with turbo charger & air cooler 
441kw(600PS) 1200rpm 3sets

Generator
400kW 450V 60Hz 3
Self-oiling brushless alternative generators have one 
side bearing with water proof & self-air draft  
400kW 450V 60Hz 3sets

Propulsion 
motors 2

405kW 55kW 1180RPM 585RPM 
All mounting close 3 phase electric motors for ship 
have water proof & self-air draft through water 
405kW 55kW  1180RPM 585RPM 2sets

Propulsion system
2

245RPM 
(  1180RPM )  

1900mm 
( ) 
360 Rotating-2axis-vertical propulsion system
2sets :  Inside rotation 
Propeller revolution:245rpm  
(Input axis revolution: 1180rpm) 
Propeller diameter:1900mm  
(High-skewed 3 blades variable pitch)

Wireless equipment
A1 A2 A3 GMDSS 

33 1
VHF 2

Match for A1, A2, A3 GMDSS, International VHF 2 

Ship telephone 1   090-3022-4347 
Coastal satellite telephone 1 

Date of delivered 18 11 29 Nov.29,2006

Builder
Mitsui Engineering & Shipbuilding Co., Ltd.
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General arrangement 
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Navigation/chart space 

Magnet compass
(Projection formula)

R165A  

Gyro compass TG-8000 
SC-110 

S Radar FAR-2127-20AF 
X Radar FAR-2137S-30AF

Differential global positioning 
system navigator

GP-150 

Electronic chart display and 
information system 

EC-7000 

 observation
system 

ANEOS

 system FA-150 
Navigational echo FE-700 

temperature 
indicator 

TI-20 

Marine master clock TXS-12S 
Electromagnetic log EML500 
Color video sounder FCV-1500L 
Color scanning sonar FSV-30 
High  sounder  FCV-30 

（参考資料）

69



Engine room 

3 Engine for generator 3sets 6NY16L-EN 
3 Generator 3sets NTAKL-VEK 

2 Propulsion motor 2sets NTIKE-RCK5 
2 Propulsion system 2sets KST-130ZC/ADN 

1 Jellyfish removal system 1set JF-140 
1 Bilge separator system 1set USH-03 

1 Marine life exclusion system 1set
1 Engine central control system 1set JRCS 

Engine control room Engine for generator

Propulsion system                       Jellyfish removal system

（参考資料）
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Radio space 
GMDSS: Global 

Maritime Distress and Safety System

MF/HF 250W
SSB,DSC,NBDP

250W Radio equipment (SSB Radio 
equipment, Digital selective calling, Narrow 
band direct printing) 

JSS-296 JRC

C INMARSAT-C Mobile earth station JUE-85 JRC
VHF Marine VHF radio telephone JHS-

32B 
JRC

Navigation telex NCR-
333 

JRC

EPIRB Emergency position indicating radio beacon JQE-3A JRC
Two-way VHF transceiver JHS-7 JRC
Search and rescue radar transponder JQX-

30A 
JRC

Weather facsimile receiver JAX-90 JRC

1 Radio equipment area-1                2 Radio equipment area-2
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Fishery and oceanographic research support systems 
CTD CTD winch 1 set 8.1mm 2000m 10030 

Fore part survey winch 1 set 6.0mm 1000m
Trawl winch 2 sets 12mm 2000m 
Oceanographic survey winch 1 set 3.0mm 1500m

A A-frame for survey 1 set  
Ramp door 1 set  
Fore part survey davit 2 sets  

CTD CTD crane 1 set HIAB 081 HIAB 
Aft part survey crane 1 set HIAB 081 HIAB 
Automatic squid angling
 machine 1 set SANMEI SE-UA1

Fishing net watch system 1 set SCANMAR 

CTD CTD winch          Trawl winch
Fore part survey winch 

A
Oceanographic survey winch A-frame and Ramp door for survey      Fore part survey davit

CTD
CTD crane               Aft part survey crane 

（参考資料）

72



Research equipment 

CTD octopus system and 
water sampling bottles

SBE- 9plus SBE- 11 
plus 
10L 12

EMS 

Acoustic Doppler current
profiler

Teledyne RD 
Instruments 
WHD300kHz 

HSD 

Surface CTD self-recorder SEB-45 BBE AOA
marine topography profiling 
system HS-600 

LAN Ship LAN system JEE
Underwater TV vehicle RTV-100MK
Actual objects microscope  ZEISS Stemi 2000 

Diving air compressor  V-11 
Aquarium for keeping live
samples 2 sets 

250 WTCA-
401L 

Storage freezer for
experimental substances SJ-54H-S SANWA 

Incubator FLT-15 
Van-Dorn water bottle 10L 2
Smith-Macintyre sediment 
grab sampler

0.05m2
0.1m2 

Ekman-Berge sediment 
sampler

0.02m2
0.04m2 

Dredge 0.5m 0.2m 

G.S. G.S.type core sampler
(ASYURA) 3

Vertical multiple plankton net VMPS1000 
Surface-mid layer plankton
net LCP-003 

Plankton and larva net LC-20M-SMR 
Kite type trawl net LC-V1 
Beam trawl net
Neuston net
IKMT net

ORI Ocean Research Institute net
Sled net

CTD 
CTD octopus system Underwater TV vehicle 

and water sampling bottles 
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Laboratory (semi dry)

Laboratory (wet)

Television image transmitter system
Monitoring system for ship information
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Oceanographic instruments
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Living quarters 

Student lecture and mess room Crew mess room

Professor’s room Student room

Galley
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737-0029 7 4
Kure Marine Station 

School of Applied Biological Science, Hiroshima University 
7-4, Takara-machi, Kure, Hiroshima, 737-0029 JAPAN 

TEL:0823-23-4853   FAX:082-553-0237 
URL: https://toyoshio.hiroshima-u.ac.jp 

Training and Research vessel TOYOSHIO MARU 

TEL:090-3022-4347 FAX:082-553-0237 

URL: https://toyoshio.hiroshima-u.ac.jp

739-8528

TEL 082-424-7904 FAX 082-424-2459 

URL: https://www.hiroshima-u.ac.jp/seisei  
https://www.hiroshima-u.ac.jp/ilife 




